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ースクール．第 46 回日本周産期・新生児医学会，2010，7，13，神戸．（招待講演） 
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27)  日高隆雄：当科における婦人科術後深部静脈血栓症・肺塞栓症の危険因子と予防対策の現状．第 20 回日本産婦人科・
新生児血液学会シンポジウム，2010，6，25，浜松． 
28)  日高隆雄：更年期障害に対する漢方医学的診断「証」の解明と有効な漢方療法の確立－東西の知と西洋の知の融合
をめざして－．第 58 回日本産婦人科学会北日本連合地方部会総会・学術講演会特別講演，2010，9，18，金沢． 
29)  日高隆雄：婦人科領域の漢方について．第 8 回薬剤師漢方セミナー，2010，7，4，大阪． 
30)  塩﨑有宏，齋藤 滋，松田義雄：ケースコホート研究によるわが国の自然早産（37 週未満の切迫早産，37 週未満の
前期破水，頸管無力症）の発症に関するリスク因子の検討．第 62 回日本産科婦人科学会学術講演会，2010，4，23-25，
東京． 
31)  塩﨑有宏：富山県における胎児心エコー検査の現状．第 1 回北陸胎児心エコー研究会，2010，6，5，金沢． 
32)  塩﨑有宏，福田香織，伊藤実香，米田徳子，山中美樹子，米田 哲，齋藤 滋：「生殖補助医療における多胎妊娠防
止に関する見解」前後における多胎妊娠症例の検討．第 46 回日本周産期・新生児医学会学術集会，2010，7，11-13，
神戸． 
33)  塩﨑有宏，齋藤 滋，松田義雄：ケースコホート研究によるわが国の自然早産（37 週未満の切迫早産，37 週未満の
前期破水，頸管無力症）の発症に関するリスク因子の検討．第 1 回日本小児禁煙研究会学術集会，2010，12，12，
東京． 
34)  長谷川徹，鮫島 梓，青木藍子，米澤理可，稲田貢三子，島 友子，中島彰俊，日高隆雄，齋藤 滋：HRT 中止あ
るいは終了後の骨密度について．第 25 回日本更年期医学会学術集会，2010，10，2，鹿児島． 
35)  中島彰俊，飯沼ゆり子，佐藤幹奈，青木藍子，稲田貢三子，島 友子，長谷川徹，日高隆雄，齋藤 滋：子宮頚部
中腎腺癌 mesonephric adenocarsinoma の 2 例．第 58 回日本産科婦人科学会北日本連合地方部会総会・学術講演会（兼：
第 38 回日本産科婦人科学会 北陸連合地方部会総会・学術講演会），2010，9，18-19，金沢． 
36)  米田 哲，伊奈志帆美，塩崎有宏，齋藤 滋：切迫早産例の分娩時期を予測することによる NICU 病床の有効活用．
第 28 回 日本周産期・新生児医学会周産期シンポジウム，2010，1，15-16，京都． 
37)  米田 哲，米田徳子，福田香織，伊藤実香，山中美樹子，塩崎有宏，齋藤 滋：切迫早産例における羊水マイコプ
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